
静
岡
の
戦
災
孤
児
と 

鐘
の
鳴
る
丘 

小
島
孝
子 

（臨
床
心
理
士
）  

 
 
 
 

 
 

 

ミニ講話 

な
商
品
を
買
わ
さ
れ
る
「
訪
問
販
売
」、
②
同
じ
商

品
を
大
量
に
買
わ
さ
れ
る
「
過
量
販
売
」、
③
電
話

で
勧
誘
さ
れ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
商
品
を
買

わ
さ
れ
る
「
電
話
勧
誘
販
売
」
が
、
他
の
年
代
に

く
ら
べ
る
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
特
に
①
「
訪
問
販
売
」
に
よ

る
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。
い
わ
ば
、
事
業
者
が
、

十
分
な
判
断
力
を
持
た
ず
、
か
つ
、
周
囲
に
相
談

す
る
相
手
も
い
な
い
高
齢
者
の
状
況
に
つ
け
込
ん

で
消
費
者
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

今
回
の
ミ
ニ
講
話
で
は
、
こ
う
し
た
認
知
症
高

齢
者
を
狙
っ
た
消
費
者
被
害
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
、
被
害
に

あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宮
下
先
生
は
、
中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と

し
て
、
消
費
者
保
護
の
た
め
に
全
国
的
な
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
・消
費
者
契
約
法
の
運

用
状
況
に
関
す
る
検
討
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
静
岡
で
は
、
静
岡
市
消
費
生
活
審
議
会
委
員

を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

オレンジカフェ静岡 

 

 

日
本
の
高
齢
化
率
（
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口

に
占
め
る
割
合
）
は
、
２
０
１
６
年
に
は
過
去
最
高
の
２

７
・
３
％
を
記
録
し
、
今
や
国
民
に
４
人
に
１
人
以
上
が

高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

悪
質
な
消
費
者
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年

に
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
８
９
万

件
近
く
の
相
談
の
う
ち
、
６
５
歳
以
上
の
相
談
は
２
７
・

５
％
と
、
全
相
談
件
数
の
実
に
３
割
近
く
に
及
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
相
談
者
で
あ
る

と
確
実
に
把
握
で
き
た
の
は
、
８
７
９
６
件
で
す
。
こ
ち

ら
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 
高
齢
者
を
狙
っ
た
消
費
者
被
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
①
自
宅
を
訪
れ
た
事
業
者
に
不
要 

高
齢
者
、
特
に
認
知
症
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が
増
大 

ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
か
、
ま
た
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

宮
下 

修
一
先
生 

 

中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授 

 
 
 

 
 
 

ミニ講話 

宮下修一先生 



 

 

バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

０９０－５６２０－６０７０ 

↑笑いは百薬の長 

↑ 

と
、
も
の
忘
れ
だ
と
言
わ
れ
る
。
何
か
言
え
ば
、「
ま
た

同
じ
こ
と
を
言
っ
た
」
と
相
手
に
さ
れ
ず
、
あ
る
い
は

「
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
非
難
さ
れ
る
・
・
。 

自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
で
い
ら
い
ら

し
て
、
落
ち
込
ん
で
い
る
の
に
、
辛
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

 

「
認
知
症
」
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

他
の
人
か
ら
は
不
可
解
に
見
え
て
も
、
本
人
に
は
見
て

感
じ
、
生
き
て
い
る
世
界
が
あ
り
ま
す
。
何
か
を
す
る

理
由
が
あ
り
ま
す
。
本
人
が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
理

由
を
探
り
理
解
す
る
こ
と
が
、
そ
の
混
乱
や
困
惑
を
解

消
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。 

「
認
知
症
」
は
人
格
の
喪
失
で
は
な
い
の
で
す
。 

                           

                      
         
  

 

小山貢左衛門さんの津軽三味線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月のイヴェント 

090-5620-6070 
 ８

分 

バスでお越しの場合、静岡駅北口５番、６番発の

全てのバスがご利用可「巴町」下車 徒歩８分 

 

自己紹介 （上の絵は、小山さんが描いた自画像です） 

津軽三味線を演奏することは、私にとっては、自己表現の一

つであります。それには、三つの大事な要素があります。 

一つ目は、「身」→メロディ、スピード、テクニックなど一番解り

やすくて具体的なものです。二つ目、「心」→その音色に津軽

の景色が観える具象的な見え難いところです。三つ目の「芯

（しん）」は、聴いてる人達に、懐かしさや感動を与える抽象的

な見えないところです。 

この三つの身→心→芯を、私の中では「津軽三味線の、さん

しん」と名付けております。最高の演奏は、三つの「しん」「さん

しん」をバランスよく演奏する事です。 

民謡は心の故郷です。ちゃっきり節、ソーラン節、炭坑節な

どの民謡で、唄ったり踊ったりして、楽しんでもらいたいと思って

います。 

（身具象的な見え難いところです。三つ目の（芯）は、聴人達に、懐

かしさや感動を与える抽象的な見えないところです。 

この三つの身→心→芯「しん」を、私の中では「津軽三味線の、さん

しん」と名付けております。 

最高の演奏は、三つの「しん」「さんしん」をバランスよく演奏する事で

す。 

今回は、似顔絵も描くので、機会がありましたら参加させてもらいま

す。自分の三味線姿の似顔絵、描いてみました。 

 

 

私は SBS学苑、静岡校と藤枝校の津軽三味線講師を十数年間して

おります。 

今回は、似顔絵も描くので、機会がありましたら参加させてもらいま

す。自分の三味線姿の似顔絵、描いてみました。 

味線の小山貢左衛門と、申します。 

私は SBS学苑、静岡校と藤枝校の津軽三味線講師を十数年間して

おります。 

今回は、似顔絵も描くので、機会がありましたら参加させてもらいま

す。自分の三味線姿の似顔絵、描いてみました。 

 

小山貢左衛門さんは、SBS 学苑

津軽三味線の講師を十数年間務

めている方です。 

津軽三味線は、今や日本を代表す

る民族楽器で、若者にも大変人気

があります。 

今月は、小山さんの津軽三味線を

鑑賞しましょう。また三味線の伴

奏で民謡を歌いましょう。  

「
認
知
症
」
の
人
の
混
乱
や
困
惑
を
理
解
す
る 

「
認
知
症
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
は
、
自
分
が
何
を
考
え
て

い
る
の
か
そ
の
人
に
も
分
か
ら
な
い
、
そ
の
人
の
行
動
に
は
目

的
や
意
味
が
な
い
、
そ
し
て
、
理
解
で
き
な
い
行
動
に
介
護
す
る

人
が
振
り
回
さ
れ
る
病
気
、
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。 

け
れ
ど
考
え
て
み
れ
ば
、
介
護
す
る
人
以
上
に
認
知
症
に
な

っ
た
本
人
が
一
番
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

分
が
直
前
に
何
を
し
て
い
た
の
か
、
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
、
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
し
た

ら
・
・
。
う
ま
く
伝
え
る
方
法
も
な
く
、
行
き
た
い
所
へ
行
こ
う

と
す
れ
ば
徘
徊
と
言
わ
れ
、
無
く
な
っ
た
物
を
探
し
て
い
る 




